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府議会報告予算要求懇談会（2月20日）

 2P ▶ ２月議会　代表質問 さこ祐仁
 3P ▶ ２月議会　代表質問 原田　完
 4P ▶ ２月議会　一般質問 島田けい子
 5P ▶ ２月議会　一般質問 ばばこうへい
 6P ▶ ２月議会　一般質問 山内よし子
 7P ▶ ２月議会　先決議案討論 西山のぶひで
 8P ▶  予算特別委員会　知事総括質疑 西脇いく子
 ₉P ▶予算特別委員会　知事総括質疑 さこ祐仁
₁₀P ▶２月議会　意見書案討論 西山のぶひで
₁₁P ▶ ２月議会　決議・意見書、請願、議案の議決結果
₁₂P ▶２月議会　議案討論 みつなが敦彦
₁₃P ▶ 新型コロナウイルス感染症対策補正予算が

成立
₁₄P ▶２月議会を終えて
₁₆P ▶府立京都スタジアムの建設費問題

●〇目　次〇●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
強
化
を
求
め
る

宣
伝（
３
月
₂₆
日
四
条
河
原
町
）

公
立
・
公
的
病
院「
再
検
証
要
請
通
知
」に

関
す
る
申
し
入
れ（
１
月
９
日
）
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代表質問
2020年2月議会

さこ 祐仁議員
（京都市上京区）

2月18日

は
、地
域
経
済
に
効
果
が
な
い
ば
か
り
か
、

住
環
境
の
悪
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

崩
壊
な
ど
ま
ち
こ
わ
し
を
進
め
て
い
る
」

と
府
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
で

は
、
市
民
の
６
割
が
反
対
し
て
い
る
問
題

を
指
摘
。
自
治
体
の
建
設
費
用
負
担
を
明

ら
か
に
せ
ず
に
推
進
し
て
い
る
問
題
を
批

判
し
、
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

﹁
舞
鶴
パ
ー
ム
油
発
電
所

計
画
﹂中
止
を

　
日
立
造
船
が
運
営
す
る
国
内
最
大
規
模

の
パ
ー
ム
油
発
電
所
が
、
舞
鶴
市
喜
多
地

区
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
説
明
会

で
は
、
騒
音
や
悪
臭
な
ど
の
影
響
か
ら
反

対
意
見
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
府
は
、「
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
を
進
め
る
」
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
実
際
に
は
前
知
事
が
パ
ー
ム
油

発
電
建
設
を
日
立
造
船
に
要
請
し
て
き
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
大
量

に
排
出
す
る
パ
ー
ム
油
発
電
所
計
画
を
中

止
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
知
事
は
、「
環

境
へ
の
配
慮
や
住
民
へ
の
理
解
が
前
提
と

な
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
喜
多
地
区

の
住
民
の
9
割
が
反
対
し
て
お
り
、
中
止

す
べ
き
で
す
。

府
営
住
宅
に﹁
民
間
参
入
﹂や
め
よ

　
京
都
市
域
の
府
営
住
宅
の
管
理
運
営
を

（
株
）
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
委
託
す
る
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
、
住
民
の
福
祉
増

進
を
目
的
に
し
て
い
る
公
の
施
設
の
管
理

を
、
民
間
営
利
業
者
に
委
ね
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
知
事
は
、「
選
定
審
査
会
で
管

理
業
務
の
実
施
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
」
な

ど
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、さ
こ
議
員
は
、「
住

宅
供
給
公
社
の
現
行
制
度
で
問
題
は
感
じ

て
い
な
い
。
変
え
る
必
要
は
な
い
」
と
の

入
居
者
の
意
見
も
紹
介
し
、（
株
）
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
管
理
実
績
を
評
価
し
た
こ
と

の
説
明
は
つ
か
な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

中
東
へ
自
衛
隊
派
遣

日
米
軍
事
一
体
化
や
め
よ

　
日
本
政
府
は
12
月
27
日
、
自
衛
官

２
６
０
名
と
護
衛
艦
他
の
中
東
派
遣
を
閣

議
決
定
し
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
情
報
を
共

有
し
あ
う
形
で
有
志
連
合
の
作
戦
を
補
完

し
て
い
ま
す
。
日
弁
連
や
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

等
が
反
対
デ
モ
を
呼
び
か
け
、「
中
東
海

域
等
へ
の
自
衛
隊
派
遣
に
反
対
す
る
」
抗

議
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。さ
こ
議
員
は
、

憲
法
９
条
に
基
づ
い
て
平
和
解
決
を
関
係

各
国
に
働
き
か
け
る
の
が
日
本
の
役
割
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
規
制
緩
和・民
営
化
許
さ
な
い

自
治
体
の
公
的
責
任
果
た
す
府
政
へ
の
転
換
を

府民の暮らしをしっかり応援する
経済政策を

　新型コロナ感染症の影響で、国いいなりの
京都の経済政策の弱点が露呈しました。
　成長戦略とされるインバウンド中心の観光
政策は、外国人観光客の激減、キャンセル急
増で、府内観光地や商店街もガラガラになり
消費が落ち込んでいます。
　また、京都の大企業は海外に生産拠点をつ
くりサプライチェーン（部品供給網）の活用で
内部留保をため込んできましたが、それが今、
深刻な事態を招いています。AI、IoTなどの先
端技術を活用するベンチャー企業等への支援
を積極的に行う一方、地元の中小零細企業には
仕事が回らず、地域は疲弊。急激に京都経済
は悪化し、府内各地から悲鳴が上がっています。
　今こそ、地域経済を元気にする、循環型経
済施策が必要です。 ［さこ祐仁］

京
都
の
ま
ち
こ
わ
し・観
光
政
策
転
換

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
中
止
を

　
国
・
府
・
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に

よ
っ
て
、「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
観

光
公
害
」
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
市
長

選
挙
で
は
81
％
の
市
民
が
「
ホ
テ
ル
は
規

制
す
べ
き
」、
69
％
が
「
建
築
物
の
高
さ

規
制
緩
和
に
反
対
」と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
進
め
ら
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
誘
致
計
画
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悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
「
危
険
水
域
」
に
入
り
つ

つ
あ
り
、
中
小
零
細
企
業
へ
の
丁
寧
な
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
府
の
機
関
へ

の
専
門
相
談
員
の
配
置
、
制
度
融
資
の
保

証
料
の
減
免
制
度
、
利
便
性
の
高
い
小
口

融
資
制
度
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
政
府
・
日
銀
の
見
解
を
根
拠

に
、「（
景
気
は
）
全
体
と
し
て
緩
や
か
に

拡
大
」「
個
人
消
費
の
増
加
基
調
は
維
持

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
厳
し
い
現
実
を
見

な
い
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

第
一
次
産
業
の
振
興
、農
山
漁
村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
制
度
を

　
過
疎
地
域
の
基
幹
産
業
と
し
て
、
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
観
光
需
要
に

頼
っ
た
イ
ベ
ン
ト
中
心
の
「
地
方
創
生
」

で
は
な
く
、
農
山
漁
村
に
安
心
し
て
住
め

る
政
策
こ
そ
必
要
だ
と
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
を
支
援
す
る
助
成
制
度

を
求
め
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
米
作
へ
の
戸
別
所
得
補
償

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、
種
子
の
安
定
供

給
を
財
政
的
に
担
保
す
る
種
子
条
例
を
制

定
し
、
農
民
の
権
利
を
脅
か
す
種
苗
法
改

正
に
反
対
す
る
こ
と
、
集
落
営
農
へ
の
支

援
を
強
化
し
農
業
機
械
更
新
へ
の
補
助
制

度
の
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
提
起
し
ま

し
た
。

命
の
水
、地
域
医
療
を
守
れ
。

文
化
財
修
復
技
術
の
継
承
へ
助
成
を

　
府
営
水
道
は
、
各
市
町
へ
の
過
大
な
供

給
水
量
を
見
直
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、

未
使
用
分
が
４
割
（
15
億
円
）
に
上
る
な

ど
、
過
大
な
施
設
整
備
に
伴
う
負
担
が
高

い
水
道
料
金
の
要
因
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
国
・
府
の
財
政
支
援
で
こ
れ
を
是
正

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
府
は
、
府
営
水

道
３
水
系
（
宇
治
・
木
津
・
乙
訓
）
の
料

金
を
統
一
し
、
宇
治
系
の
大
幅
値
上
げ
を

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
住
民
負
担

と
な
る
値
上
げ
を
や
め
、
広
域
化
や
官
民

連
携
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
な
い
よ
う

迫
り
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
に
か
か
わ
っ
て
、
公
的
病
院

の
再
編
・
統
廃
合
を
強
引
に
進
め
る
国
の

姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
つ
つ
、
南
丹
市
の

美
山
診
療
所
の
医
師
確
保
な
ど
、
府
が
役

割
を
発
揮
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
文
化
財
の
修
復
・
維
持
の
技
術
を
継
承

す
る
た
め
、
放
置
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の

補
修
を
支
援
し
、
そ
の
現
場
を
講
習
会
の

場
と
す
る
な
ど
、
研
修
事
業
へ
の
助
成
を

柔
軟
に
活
用
す
る
よ
う
提
起
し
ま
し
た
。

消
費
と
景
気
の
落
ち
込
み
を
直
視
せ
よ

い
の
ち
、暮
ら
し
、地
域
経
済
を
支
え
る
府
の
役
割
発
揮
を

日
本
経
済
は﹁
危
険
水
域
﹂

中
小
零
細
企
業
へ
の
本
腰

を
入
れ
た
支
援
を

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
、
消
費
税
10
％

増
税
で
消
費
が
冷
え
込
み
、
２
０
１
９
年

10
～
12
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
、
年
換
算
で
７
・
１
％
も
の
大
幅
減
と

な
り
ま
し
た
。
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
景
況
調
査
に
も
、「
前
年
の
３
分
の

１
」「
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
」
な
ど
、

代表質問
2020年2月議会

原田 完議員
（京都市中京区）

2月18日

JMU（ジャパンマリンユナイテッド）
舞鶴での商船建造撤退は深刻

　中国との貿易摩擦、消費税の増税、新型コロ
ナの感染と、京都の経済は深刻な事態になって
います。
　舞鶴では基幹産業の新規造船が先細り、自衛
隊の修理だけを行うという事業縮小が行われよ
うとしています。舞鶴の造船は100年以上の歴
史があり、船で最重要な羽根（スクリューやター
ビン）について、蓄積された技術を持っていま
す。新造船がなくなれば、これまで培われた技
術が失われます。民需の造船には300人の従業
員がおり、下請け事業所では300人以上働いて
いると思われます。これだけの雇用や事業所の
消失で悲惨な事態が予想されます。
　舞鶴だけの問題でなく、京都の経済全体にか
かわる問題です。中小企業の経営と府民の暮ら
しを応援する政治へ頑張ります。 ［原田 完］
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２
月
₂₀
日
、
₂₁
日
、
₂₅
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
島
田
け
い
子
、
ば
ば
こ
う
へ
い
、
山
内
よ
し
子
の
各
議
員
が
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。

美
山
診
療
所
の
入
院
病
床
、

医
師
複
数
体
制
の
確
保
を

　
島
田
議
員
は
ま
ず
、
美
山
診
療
所
の

医
療
の
存
続
・
充
実
を
願
う
住
民
か
ら
、

１
３
０
０
名
を
超
え
て
寄
せ
ら
れ
た
署
名

の
と
り
く
み
を
紹
介
。
南
丹
市
の
医
療
対

策
審
議
会
で
、
入
院
病
床
の
休
床
や
介
護

事
業
・
介
護
老
人
保
健
施
設
の
別
法
人
化

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、「
複

数
の
医
師
体
制
で
現
在
の
機
能
を
維
持
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
切
実
な
声
が
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
広
大
な
中
山
間
地
域
で
医
療

を
支
え
る
診
療
所
に
つ
い
て
、
①
救
急
医

療
や
在
宅
医
療
を
支
え
る
医
師
複
数
体
制

を
整
え
る
こ
と
、
②
府
や
南
丹
市
が
強
力

な
財
政
支
援
を
す
る
こ
と
、
③
救
急
搬
送

や
在
宅
医
療
の
条
件
か
ら
も
入
院
病
床
を

確
保
す
る
こ
と
、
④
新
た
な
コ
ス
ト
増
な

ど
が
懸
念
さ
れ
る
介
護
事
業
・
老
人
保
健

施
設
の
別
法
人
化
に
つ
い
て
協
議
内
容
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
質
問
し
ま

し
た
。

　
知
事
は
、「
適
正
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
重
要
」
と
し

つ
つ
も
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
審

議
会
で
出
さ
れ
た
「
医
師
１
人
で
あ
っ
て

も
持
続
可
能
な
診
療
体
制
」
や
、「
地
域

全
体
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
」

な
ど
の
意
見
を
示
す
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。公

立
公
的
病
院
の
再
編
統
合
、

社
会
保
障
の
大
改
悪
ス
ト
ッ
プ

　
島
田
議
員
は
、
厚
生
労
働
省
が
全
国

４
４
０
の
公
立
公
的
病
院
に
対
し
て
行
っ

た
、
ベ
ッ
ド
削
減
や
再
編
統
合
の
「
再
検

証
」
通
知
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
根
拠
の
不

明
瞭
さ
、
一
方
的
な
発
表
方
法
な
ど
に
、

各
医
療
機
関
や
関
係
団
体
か
ら
批
判
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
、
風
評
被
害
で
人
材
確

保
や
病
院
経
営
に
も
深
刻
な
影
響
が
出
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
再
検
証
」

リ
ス
ト
の
撤
回
を
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま

し
た
。
理
事
者
は
、
国
の
通
知
は
「
唐
突

一
方
的
な
も
の
で
、
極
め
て
遺
憾
」
と
し

つ
つ
も
、
提
供
さ
れ
た
資
料
も
参
考
に
し

て
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
中
で
さ

ら
に
議
論
を
深
め
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　
島
田
議
員
は
、
安
倍
政
権
が
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
る
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」

は
、
年
金
の
大
幅
削
減
、
医
療
・
介
護
の

負
担
増
と
給
付
削
減
、
病
床
削
減
、
保
育

予
算
の
削
減
な
ど
「
全
世
代
」
に
痛
み
を

押
し
付
け
る
も
の
と
批
判
。
連
続
改
悪
の

中
止
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
府
の
老
人
医

療
助
成
制
度
の
窓
口
負
担
は
、
２
割
負
担

を
元
の
１
割
負
担
に
戻
す
な
ど
負
担
軽
減

を
は
か
る
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
社
会
保
障
制
度
は
「
持
続

可
能
な
安
定
的
制
度
と
し
て
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
、
こ
れ

ま
で
の
立
場
か
ら
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し

た
。

島田けい子議員
（京都市右京区）

一般質問
2月21日

　新型コロナウイルス感染症が京都にお
いても広がりを見せるなか、国や地方自
治体の役割が改めて問われるところと
なっています。この間、京都府は感染症
対策等の第一線で公衆衛生の業務を担う
保健所の体制について、12か所あった
府保健所を7か所に統合し、職員を100
人近く削減しました。加えて、質問でも
取り上げた全国の公立・公的病院の統合・
縮小など、国は病床削減を強力に推し進
めようとしています。効率化ありきで、
住民の命や健康を守る保健医療体制を縮
小する政策が何をもたらすか、今回の事
態を見ても明らかです。当面、感染拡大
防止、医療崩壊の事態を招かない対策の
強化とともに、これまでのやり方をしっ
かり検証する必要があると考えます。
 ［島田けい子］

民医連申し入れ（3月2日）
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子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
軽
減
を

　
ば
ば
議
員
は
、
京
都
総
評
が
実
施
し
た

生
活
実
態
調
査
の
結
果
を
示
し
、
子
ど
も

の
教
育
費
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
一
方

で
、
府
民
経
済
計
算
で
は
府
民
一
人
当
た

り
の
雇
用
者
報
酬
が
10
年
前
に
比
べ
て
年

額
約
25
万
円
減
っ
て
い
る
と
し
て
、
中
小

零
細
企
業
へ
の
支
援
と
一
体
で
、
労
働
者

の
賃
金
ア
ッ
プ
と
子
育
て
に
係
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は「
経
済
的
不
安
の
軽
減
が
重
要
」

と
し
つ
つ
、子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は「
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
制
度
を
堅
持
し
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を

　
府
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

昨
年
９
月
に
通
院
分
の
自
己
負
担
が
月

３
０
０
０
円
か
ら
１
５
０
０
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
自
己
負
担
月
２
０
０

円
の
範
囲
は
３
歳
未
満
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ば
ば
議
員
は
、
全
国
的
に
も
大
き
く
遅

れ
た
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
、
京
都
市
長
選
の
な
か
で
の
子
育
て
世

代
の
声
を
示
し
、
府
の
新
年
度
予
算
に
そ

の
拡
充
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
批
判
。
中

学
校
卒
業
ま
で
無
料
に
引
き
上
げ
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
府
は
市
町
村
を
支
え
持

続
可
能
な
制
度
と
し
て
い
く
」
と
の
答
弁

に
止
ま
り
ま
し
た
。

全
員
制
の
中
学
校
給
食
の

実
現
へ
府
が
責
任
果
た
せ

　
ば
ば
議
員
が
、
京
都
市
長
選
で
要
望
の

強
か
っ
た
全
員
制
の
中
学
校
給
食
実
施
に

つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
教
育
長
は
「
３

年
間
で
５
市
１
町
の
15
中
学
校
で
全
員
制

の
中
学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
た
」と
述
べ
、

「
全
員
制
の
給
食
に
な
っ
て
い
な
い
の
は

京
都
市
の
課
題
」
だ
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
「
市
町
村
が
判
断
す
べ
き
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
ば
ば
議
員
は
、
全
員
制
の
中
学
校
給
食

の
実
施
は
全
国
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
指
摘
。
府
は
こ
れ
ま
で
中
学

校
給
食
の
支
援
は
、
国
に
求
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
「
子
育
て
環
境

日
本
一
」
を
掲
げ
る
府
こ
そ
努
力
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ
が

建
設
労
働
者
に
届
く

取
り
組
み
を

　「
建
設
職
人
基
本
法
」
に
基
づ
く
京
都

府
計
画
に
つ
い
て
、
建
設
労
働
者
の
処
遇

改
善
と
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
が
現

場
の
建
設
労
働
者
に
届
く
よ
う
、
京
都
府

の
責
任
と
取
り
組
み
を
質
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
が
低
い
た

め
、
実
態
把
握
に
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　
ば
ば
議
員
は
、
企
業
へ
要
請
す
る
だ
け

で
は
改
善
し
な
い
と
指
摘
し
、
建
築
労
働

者
の
処
遇
改
善
へ
賃
金
条
項
を
含
む
公
契

約
条
例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

ばばこうへい議員
（京都市伏見区）

一般質問
2月21日

　市長選挙で大きな争点の一つになった「全員
制の中学校給食の実施」「子どもの医療費の無
償化の拡充」など、子育てにかかる経済的負担
の軽減、そして建設労働者の処遇改善を求めて
一般質問に立ちました。福山和人さんのタウン
ミーティングで出された、「（お弁当を）作りた
くても作れない家庭があることをわかってほし
い」など、お母さんたちの声も取り上げて迫り
ました。しかし、知事や理事者は「各市町村の
判断」「国に支援を求める」と、これまでの答
弁を繰り返しました。
　ただ、かつて「絵に描いた餅」と言われた子
どもの医療費無償化の拡充も、中学校での給食
の実施も、知事は否定できません。建設従事者
の処遇改善は待ったなし、これも否定はできま
せん。運動の積み重ねを感じながらの質問でし
た。 ［ばばこうへい］

新型コロナウイルスの影響について
京都工業会聞きとり（3月5日）
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教
員
へ
の
変
形
労
時
間
制
の

導
入
や
め
よ

正
規
教
職
員
を
増
や
し

少
人
数
学
級
の
実
現
を

　
山
内
よ
し
子
議
員
は
、
変
形
労
働
時
間

制
の
導
入
に
よ
り
、
教
員
の
長
時
間
労
働

が
助
長
さ
れ
る
懸
念
を
指
摘
し
、
長
時
間

勤
務
の
解
消
を
求
め
る
立
場
で
府
の
認
識

を
質
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
変
形
労
働
制
の
導
入
に
よ

り
、休
日
の
ま
と
め
ど
り
が
で
き
る
と
し
、

働
き
方
改
革
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
検

討
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
山
内
議
員
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

に
行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
す
る
た
め

に
、
府
が
国
に
対
し
教
育
予
算
の
大
幅
増

額
を
求
め
、
教
員
の
定
数
改
善
と
少
人
数

学
級
を
実
現
す
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

授
業
時
間
を
縮
減
し

教
員
の
負
担
軽
減
を

　
山
内
議
員
は
、
標
準
時
間
数
を
大
幅
に

上
回
る
現
在
の
授
業
時
数
を
短
縮
し
、
土

曜
授
業
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
で
、
教

員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
教
育
長
は
、「
今
後
と
も
必
要
に
応
じ

て
市
町
教
育
委
員
会
に
助
言
を
す
る
」
と

の
答
弁
に
止
ま
り
ま
し
た
。

正
規
の
教
員
の
採
用
を

　
山
内
議
員
は
、
教
員
の
過
剰
な
働
き
方

に
よ
り
、
教
師
志
望
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
、
臨
時
教
員
が
見
つ
か
ら
ず
教
育
に

「
穴
が
空
く
」
深
刻
な
事
態
が
お
こ
っ
て

い
る
と
指
摘
、
臨
時
教
員
の
正
規
採
用
や

年
度
当
初
か
ら
の
産
休
代
替
の
確
保
を
求

め
ま
し
た
が
、
教
育
長
は
、
人
件
費
の
負

担
を
理
由
に
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
国
籍
の
子
ど
も
の

学
習
権
の
保
障
を

　
山
内
議
員
は
、
京
都
府
に
お
い
て
日
本

語
指
導
が
必
要
な
児
童
の
把
握
と
、
母
国

語
で
学
ぶ
環
境
整
備
も
含
め
た
支
援
の
配

置
を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、
支

援
充
実
に
努
め
た
い
と
述
べ
る
に
止
ま
り

ま
し
た
。

高
学
費
の
解
消
と
給
付
型

奨
学
金
制
度
の
創
設
を

　
山
内
議
員
は
、
高
い
学
費
返
済
に
よ
っ

て
、
学
業
に
支
障
が
出
て
い
る
学
生
の
実

態
を
紹
介
し
、
大
学
の
学
費
引
き
下
げ
を

国
に
求
め
る
よ
う
要
求
。
就
労
奨
学
金
返

済
一
体
型
支
援
事
業
は
中
小
企
業
の
負
担

が
多
い
と
し
て
、
制
度
の
見
直
し
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
府
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
、
奨
学
金
返
済
の
利
子
補
助
制
度
の

創
設
な
ど
、
新
た
な
財
政
措
置
を
求
め
ま

し
た
。

　
知
事
は
、
大
学
の
授
業
料
は
「
社
会
経

済
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
」
ま
た
私
立
大
学
に
お
い
て
も

「
独
自
の
判
断
で
設
定
を
さ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
、
切
実
な
願
い
に
背
を
向
け
ま
し

た
。

山内よし子議員
（京都市南区）

一般質問
2月25日

「もう限界！！」の声
医療・介護・暮らし守るために全力

　医療や介護の相談をお受けすることが増えています。
　先日も、夜自宅の玄関前に、高齢女性の必死の姿があ
りました。
　老々介護で、ご主人は認知症で暴力をふるいます。傷
だらけの女性は、結婚してから今まで「こんなに大変だっ
た」と話してくれます。じっくり話を聞く中で、彼女の
複雑な思いが少しは理解できるような気がするのです。
　「どうしたいのですか？」と尋ねると、「このままでは
私が死んでしまう!!　なんとか夫を入院させてほしい」
ということでした。同じような思いをされている方はた
くさんいらっしゃるのではないでしょうか？
　国は病院や施設から在宅へという流れを推し進めてい
ますが、在宅介護の施策はどんどん削られています。
　ご一緒に、医療・介護・暮らしを守るために力を合わ
せていきましょう。ご相談はお気軽に。 ［山内よし子］

LDA請願申し入れ（2月27日）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
、
中
小
企
業
へ
の

支
援
策
に
全
力
を

　
西
山
議
員
は
、
P
C
R
検
査
資
機
材
、

検
査
キ
ッ
ト
等
の
整
備
や
、
売
上
が
減
少

し
て
い
る
中
小
企
業
等
に
対
す
る
補
正
予

算
に
賛
成
し
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界

中
に
拡
大
す
る
な
か
、
府
内
で
も
患
者
が

確
認
さ
れ
、
府
民
に
不
安
が
広
が
り
、
マ

ス
ク
な
ど
の
品
薄
、
観
光
客
の
激
減
に
よ

る
旅
館
や
小
売
業
へ
の
影
響
、
ア
ジ
ア
各

国
と
流
通
を
お
こ
な
っ
て
い
る
産
業
へ
の

影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
議
員
団
が
１
月
31
日
に
知
事
に
対

し
て
緊
急
の
申
し
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
、
あ
ら
た
め
て
今
後
も
迅
速

な
情
報
提
供
、
検
査
・
相
談
体
制
の
強

化
、
資
機
材
の
充
足
、
緊
急
融
資
制
度
の

周
知
徹
底
な
ど
を
要
望
し
て
討
論
と
し
ま

し
た
。

西山のぶひで議員
（京都市伏見区）

先決議案討論
2月13日

予算特別委員会で質問しました
　新型コロナウイルスの感染が京都府内でも広
がるなか、小中学校のいっせい休校にともない、
学童保育などの施設でマスク・消毒液等が不足
する事態が広がっています。医療機関や介護施
設でも実情をお聞きし、対策を要望してきまし
た。また経済対策についても、中小零細企業や
フリーランス等の自営業者に支援が届くよう求
めました。
　また、学童保育所が「すし詰め」状態になっ
ていること、小学校区内に学童保育所がなく、
隣接校区の学童保育所に通っている児童が待機
児童扱いされないことなどを指摘し、学童保育
の拡充と指導員の処遇改善を求めました。また、
４月から国が指導員の配置基準を改悪しました
が、保育の質の基準緩和につながらないよう求
めました。 ［西山のぶひで］

　
舞
鶴
市
で
の
大
規
模
パ
ー
ム
油
発
電

所
建
設
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
７
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
福
知
山

市
の
発
電
所
で
は
、
周
辺
住
民
が
悪
臭
・

騒
音
等
に
よ
る
健
康
被
害
を
訴
え
、
対
策

を
求
め
る
請
願
が
市
議
会
で
採
択
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
実
態
に
つ

い
て
、
２
月
24
日
に
現
地
で
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
福
知
山
騒
音
悪
臭
対
策
推
進
会

議
の
三
谷
義
臣
委
員
長
の
案
内
で
、
敷
地

境
界
で
の
騒
音
と
悪
臭
を
確
認
。
発
電
機

は
３
基
中
１
基
の
稼
働
で
し
た
が
、
そ
れ

で
も
頭
の
奥
で
う
な
る
よ
う
に
響
く
音

と
、
油
が
焦
げ
た
よ
う
な
臭
い
が
気
に
な

り
ま
す
。
夏
に
な
っ
て
風
向
き
が
変
わ
る

と
、
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
そ
の
後
、
土
師
地
区
の
公
民
館
に
移
動

し
、
三
谷
氏
を
は
じ
め
地
域
の
方
か
ら
詳

し
い
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
１
３
６
人
か

ら
集
め
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

「
悪
臭
を
感
じ
て
気
分
不
快
、
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
」
が
75
人
、「
騒
音
が
耳
に
つ

い
て
気
に
な
る
。
ス
ト
レ
ス
、精
神
不
安
」

が
52
人
な
ど
、
多
く
の
方
が
被
害
を
訴
え

て
い
ま
す
。
直
近
の
住
宅
は
二
重
窓
に
改

修
し
ま
し
た
が
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。「
医

師
に
引
っ
越
し
を
勧
め
ら
れ
た
」
と
い
う

人
も
い
ま
す
が
、「
買
い
手
が
つ
か
ず
引
っ

越
し
も
で
き
な
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　「
近
隣
の
方
々
に
は
迷
惑
を
か
け
な
い
」

な
ど
の
約
束
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
す
。
調
査
を
踏
ま
え
、
府
議

会
で
被
害
の
調
査
や
事
業
者
へ
の
指
導
を

求
め
ま
し
た
。

福
知
山
パ
ー
ム
油
発
電
所
調
査

耐
え
ら
れ
な
い
騒
音
・
悪
臭
被
害
。

稼
働
停
止
含
む
対
策
を

三谷氏（右端）の説明を聞く水谷議員と西山議員
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感
染
拡
大
防
止
へ
、
大
規
模

災
害
に
匹
敵
す
る
対
応
を

　
西
脇
議
員
は
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
大
規
模
災

害
に
匹
敵
す
る
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
強

調
。
感
染
拡
大
の
防
止
は
、
福
知
山
市
民

西脇いく子議員
（京都市下京区）

知事総括質疑
3月13日

病
院
の
職
員
と
入
院
患
者
へ
の
感
染
が
判

明
し
た
も
と
で
、
地
域
医
療
へ
の
影
響
や

感
染
拡
大
へ
の
対
応
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
検
査
資
機
材
の
調
達
等
に
不

安
が
あ
り
、
今
後
適
切
な
確
保
体
制
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
こ
の
間
の
対
応
策
を
述
べ
、

福
知
山
市
民
病
院
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
入
院
患
者
は
周
辺
地
域
の
医
療
機

関
に
協
力
を
依
頼
し
て
お
り
、
府
か
ら
も

府
内
各
病
院
や
兵
庫
県
に
対
し
て
、
患
者

の
受
け
入
れ
等
の
協
力
要
請
を
行
っ
た
こ

と
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
の
追
加
配
備
な
ど
、

検
査
体
制
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
な
ど
を

表
明
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染でも
消費税増税でも、だれ一人見捨てない！！
問われるのは府の役割です。

　新型コロナウイルス感染の影響は、府内でも感染者
が広がっています。臨時休校を余儀なくされた子ども
たちや学校現場、医療、介護、企業などいたるところ
で大きな影響が広がっています。突然、卒業式もそこ
そこに長期に休まざるを得なくなった子どもたちや仕事
ができなくなった保護者。キャンセル続きで明日の暮ら
しだけでなく営業も絶たれると悲鳴を上げておられる中
小企業やフリーランス・業者の方々の声は切実です。
　安倍首相の科学的知見もない場あたり的な対策に加
え、特措法改正まで強行しました。人権侵害、権利の
はく奪などを許さず、府民の命と暮らしを守る府の役
割が求められています。
京都府として府民の実態をきちんと把握し、誰一人見
捨てない姿勢で、今回のウイルス対策に立ち向かうべ
きです。 ［西脇いく子］

　
西
脇
議
員
は
、
民
間
検
査
機
関
や
府
立

医
大
・
京
大
で
の
検
査
を
求
め
た
上
で
、

和
歌
山
県
の
実
例
も
あ
げ
て
、
医
師
が
必

要
と
し
た
す
べ
て
の
人
が
緊
急
度
に
応
じ

て
適
切
な
検
査
・
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
住
民
の
声
を
よ
く
聞
い

て
患
者
に
混
乱
や
不
安
が
な
い
よ
う
に
す

る
努
力
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
感
染
リ
ス

ク
の
高
い
医
療
現
場
や
高
齢
者
施
設
等

で
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
の
不
足
が
極

め
て
深
刻
で
あ
る
と
し
、配
布
の
際
に
は
、

実
情
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
う
え
で
、
全

府
的
な
対
応
を
お
こ
な
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。学

校
休
業
に
伴
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を

　
西
脇
議
員
は
長
期
休
校
に
伴
う
子
ど
も

た
ち
の
健
康
や
、学
習
面
等
の
フ
ォ
ロ
ー
、

非
正
規
教
職
員
へ
の
雇
用
保
障
が
必
要
で

あ
り
、
国
の
有
給
休
暇
制
度
や
企
業
に
助

成
金
を
支
給
す
る
制
度
に
は
該
当
し
な
い

保
護
者
に
対
し
て
も
、
支
援
を
行
う
よ
う

国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
府
独
自
に
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
求
め
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
自
営
業
の
人
に
対
す

る
休
業
補
償
が
４
１
０
０
円
と
い
う
の
は

あ
ま
り
に
安
く
、
対
象
外
に
な
る
不
安
な

ど
も
あ
る
と
し
、
国
に
対
し
て
さ
ら
な
る

財
源
確
保
政
策
を
求
め
る
よ
う
訴
え
ま
し

た
。

　
休
暇
取
得
に
つ
い
て
知
事
は
、
雇
用
維

持
の
た
め
の
助
成
金
の
拡
充
を
要
望
し
た

と
述
べ
ま
し
た
が
、「
ま
ず
は
国
の
緊
急

対
応
策
が
的
確
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

し
、
必
要
に
応
じ
て
国
へ
要
望
す
る
」
と

表
明
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に
は
経
済
的

下
支
え
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る

　
西
脇
議
員
は
府
が
「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
と
し
て
風
土
づ
く
り
を
強
調
し
て
い

る
が
、
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
の
貧
困

と
格
差
を
解
消
し
、「
給
食
が
食
べ
ら
れ

な
い
」、「
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
」

等
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
こ
そ
が
先
決

で
あ
る
と
指
摘
。
中
学
校
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
や
中
学
校
給
食
未
実
施

自
治
体
へ
の
支
援
、
給
付
型
奨
学
金
制
度

創
設
な
ど
京
都
府
独
自
の
支
援
が
必
要
だ

と
迫
り
ま
し
た
が
、
知
事
は
こ
の
間
の
施

策
を
一
般
的
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。人

権
制
限
を
可
能
と
す
る 

法
改
正
に
反
対

　
西
脇
議
員
は
、
公
立
・
公
的
病
院
等
の

再
編
・
統
合
計
画
の
中
止
と
府
内
の
保
健

所
体
制
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
と
と
も

に
、
国
会
で
可
決
さ
れ
た
「
改
正
」
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
措
置
法
が
広
範
な

人
権
制
限
を
可
能
に
し
、
歯
止
め
も
発
動

要
件
も
不
明
確
で
あ
り
、「
改
正
」
の
撤

回
を
求
め
る
べ
き
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
中
小
企
業
・

個
人
事
業
主
へ
の
支
援
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

と
も
な
っ
て
、
小
・
中
・
高
校
の
一
斉
休

校
の
要
請
、
入
国
制
限
、
イ
ベ
ン
ト
自
粛

な
ど
が
相
次
ぎ
、
感
染
拡
大
を
防
止
し
、

国
民
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

旅
館
、
飲
食
店
等
、
お
客
さ
ん
の
減
少
で

取
引
が
激
減
し
、
来
客
が
減
っ
て
も
従
業

員
の
雇
用
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
の
深
刻
な
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
も
と

で
、
店
舗
家
賃
や
電
気
料
金
な
ど
の
固
定

費
、
日
々
の
営
業
の
運
転
資
金
等
を
支
援

す
る
緊
急
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
さ
こ
祐
仁
議
員
は
、
国
が
無
利
子
・
無

担
保
の
融
資
制
度
を
創
設
し
た
が
、
府
の

緊
急
支
援
制
度
を
利
用
し
て
い
る
中
小
企

業
に
つ
い
て
は
国
の
制
度
を
遡
及
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
雇
用
調
整

助
成
金
の
拡
充
、
固
定
費
助
成
制
度
の
創

設
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
個
人
事
業
主
に

対
す
る
損
出
補
て
ん
を
行
う
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
知
事
は
、「
国
の
緊
急
対
応
策
と
し
て

融
資
制
度
の
支
援
が
拡
充
さ
れ
た
。
活
用

に
つ
い
て
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
」

と
答
弁
。
さ
ら
に
、
特
例
で
創
設
さ
れ
る

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」
の
活
用
を

進
め
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

地
域
経
済
を
支
え
る

中
小
企
業
の
支
援
を

　
昨
年
10
月
の
消
費
税
10
％
増
税
の
影
響

で
、
10
～
12
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
は
、
実
質
の
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス

７
・
１
％
と
大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
内
閣
府
の
景
気
動
向
指
数
は
、
昨

年
８
月
以
降
５
か
月
連
続
の
悪
化
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
消
費
税
大
増
税
に
よ
る

打
撃
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
日
本
経
済
は
大
不
況
に
陥
り

つ
つ
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
「
景
気
は

緩
や
か
な
回
復
基
調
」
と
し
て
き
た
知
事

の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
の
多
く
の
企
業
が
中
国
製

品
を
製
造
工
程
に
組
み
込
む
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
利
用
し
て
業
績
を
伸
ば
し
て

き
た
が
、
米
中
貿
易
摩
擦
の
長
期
化
で
打

撃
を
受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
に
よ
っ
て
さ
ら
に
急
激

に
悪
化
し
て
い
る
と
の
べ
、
こ
れ
ま
で
成

長
戦
略
と
し
て
き
た
観
光
施
設
や
宿
泊
施

設
に
影
響
が
出
て
い
る
問
題
を
告
発
し
、

地
域
に
根
ざ
す
伝
統
産
業
や
商
店
街
な
ど

の
中
小
企
業
、
零
細
業
者
へ
の
支
援
を
求

め
ま
し
た
。

　
京
都
経
済
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
、
知

事
は
、「
新
型
肺
炎
の
影
響
に
よ
る
景
気

動
向
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
」
と
の
べ

ま
し
た
が
、
地
域
経
済
を
支
え
て
い
く
た

め
に
府
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
施
策
を
く
り
返
す
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｕ
の
造
船
事
業

撤
退
に
と
も
な
い

労
働
者
と
地
域
経
済
を

守
る
べ
き

　
舞
鶴
市
で
戦
前
か
ら
基
幹
産
業
の
役
割

を
果
た
し
て
き
た
造
船
会
社
ジ
ャ
パ
ン
マ

リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
J
M
U
）
が
、
商

船
建
造
か
ら
撤
退
を
す
る
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
従
業
員
約
３
０
０
人
の
配
置

転
換
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
16
の
協
力
企
業

や
そ
の
他
関
連
事
業
所
へ
の
影
響
で
、
経

済
や
雇
用
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
３
世
代
に
わ
た
っ
て
Ｊ

Ｍ
Ｕ
で
働
き
、
舞
鶴
市
に
住
み
続
け
て
い

る
方
々
が
多
く
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で

い
る
労
働
者
の
人
生
設
計
が
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
を
指
摘
し
、
労
働
者
の

雇
用
や
家
族
の
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域
経

済
を
守
る
事
は
行
政
の
責
任
だ
と
の
べ
ま

し
た
。

　
知
事
は
、
国
、
府
、
舞
鶴
市
、
経
済
界

で
Ｊ
Ｍ
Ｕ
舞
鶴
事
業
所
対
策
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
地
元
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
そ
の
本
気
度

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
舞
鶴
市
喜
多
地
区
で
地

元
住
民
が
反
対
し
て
い
る
パ
ー
ム
油
発
電

所
の
建
設
に
つ
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
を

大
量
に
排
出
し
、
環
境
面
だ
け
で
な
く
地

域
経
済
で
も
府
は
「
雇
用
確
保
に
つ
な
が

る
」
と
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
数
は

わ
ず
か
35
人
で
あ
り
、
地
元
に
効
果
が
乏

し
い
と
批
判
し
ま
し
た
。

さこ祐仁議員
（京都市上京区）

知事総括質疑
3月13日

新型コロナウイルス対策強化を求める宣伝（３月26日四条河原町）
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西
山
の
ぶ
ひ
で
議
員
は
、
３
件
の
意
見

書
案
に
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　「
学
費
・
奨
学
金
の
負
担
軽
減
と
若
者

の
生
活
・
雇
用
改
善
を
求
め
る
意
見
書
案
」

に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｄ
Ａ
京
都
が
実
施
し
た
学

生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
「
毎
日
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
」「
生

活
費
が
苦
し
く
、
食
費
を
削
ら
ざ
る
を
得

な
い
」
な
ど
、高
学
費
の
負
担
の
重
さ
が
、

学
生
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
実
態
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
給
付
型

奨
学
金
制
度
は
、
大
学
独
自
の
学
費
支
援

策
を
狭
め
る
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

し
て
、
抜
本
的
な
教
育
予
算
の
拡
充
が
必

要
と
指
摘
。
さ
ら
に
、ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
・

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
な
ど
雇
用
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

　
西
山
議
員
は
、
自
民
・
府
民
・
公
明
三

会
派
提
案
の
「
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に

対
す
る
実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を
求
め

る
意
見
書
案
」
に
は
賛
成
し
ま
し
た
が
、

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
の
背
景
に
は
、
過

度
の
競
争
教
育
、
非
正
規
雇
用
な
ど
の
新

自
由
主
義
的
政
策
を
推
し
進
め
て
き
た
こ

と
が
あ
る
と
し
、
解
決
の
た
め
に
社
会
保

障
制
度
の
充
実
こ
そ
必
要
だ
と
指
摘
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
新
た
な
過
疎
対
策
法

の
策
定
に
関
す
る
意
見
書
案
」
に
つ
い

て
、
過
疎
対
策
法
は
課
題
解
決
の
時
限
立

法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
政

権
の
も
と
で
の
大
企
業
優
遇
と
東
京
一
極

集
中
、
市
町
村
合
併
の
押
し
付
け
、
第
一

次
産
業
へ
の
支
援
策
の
後
退
に
よ
り
い
っ

そ
う
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

責
任
は
重
大
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
家
族
農
業
・
小
規
模
農
業
の
抜
本

的
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

西山のぶひで議員
（京都市伏見区）

意見書案討論
3月19日

「子どもの相談体制を」
一律休校問題で
森下よしみ（八幡市）

　新型コロナウイルス対策で、学校が一律休校にな
り、子どもたちや保護者の中で不安が様々に起きて
います。予算特別委員会の教育委員会の書面審査で
保護者や子どもの相談体制について質問しました。

「スクールカウンセラー・スクールソーシャルワー
カーの出動も視野に入れて、いつでも困っていると
きに、子どもたちのSOSを受け止められる体制を
つくって頂きたい」と求めました。担当課長は、「必
要があれば、相談に乗れるようしっかり体制を整備
していきたい」と約束しました。
　同時に臨時休校中の非常勤職員の給与保障を要
望。臨時休校になっている特別支援学校での給食実
施についても対応を求めました。

府警
職務に関連した不祥事続く
水谷　修（宇治市・久御山町）

　新聞報道では、昨年1年間で京都府警察官の逮捕者が
6人、書類送検9人と異常に多かった。
　特殊詐欺に絡み職務で知り合った高齢者に「お金を預
かります」などと嘘を言って現金500万円を騙し取り、
同様に別の男性から680万円を騙し取った詐欺事件。
　知人である犯人に逮捕予定日など捜査情報を知らせる
見返りに200万円を受け取った贈収賄事件。
　数千万円分の被害の特殊詐欺事件に関する書類を捨て
た捜査資料毀棄事件。
　職務と密接に関連した事案も多く、警察としての信頼
を失墜するものだが、十分な検証もしていなかった。
　府警幹部は教養や研修強化を口にするが、その警察学
校内での窃盗や大麻所持で警察学校の巡査が逮捕され
た。また、教養課係長・警部補が万引き容疑で警察学校
内にて逮捕された。抜本的な対策が急務だ。 新型コロナウイルス対策強化を求める宣伝

（3月26日四条河原町）
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2020年2月議会　請願審査結果
受理番号 受理年月日 件名 審議結果

第1149の1～4号 令和2年2月₂₈日 学費・奨学金の負担軽減と若者の生活・雇用改善を求めることに関する請願 不採択

2020年2月議会　決議・意見書

2020年2月議会　議案議決（反対したもの）

決議案
番号 件名 議決月日 提案会派 議決

結果
賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新

第１号 新型コロナウイルス感染症対策の迅速かつ総合的な取組を求める決議 3月5日 全会派 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

意見書
案番号 件名 議決月日 提案会派 議決

結果
賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新

第１号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書 3月₁₉日 全会派 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

第２号 中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意見書 3月₁₉日 自民･府
民･公明 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

第３号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 3月₁₉日 自民･府
民･公明 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

第４号 学費・奨学金の負担軽減と若者の生活・雇用改善を求める意見書 3月₁₉日 共産党 否決 ○ × × × ×

新型コロナウイルス感染症対策の迅速かつ総合的な取組を求める決議・新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書は、
全会派の理事が共同で提案し、全議員の賛成で採択されました。

議案番号 件名 議決月日 議決
結果

賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新

第１号 令和2年度京都府一般会計予算 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第₁₃号 令和2年度京都府水道事業会計予算 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第₁₇号 京都府知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例制定の件 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第₁₈号 京都府公立大学法人に係る地方独立行政法人法に基づく役員等の最低責任限度額
を定める条例制定の件 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第₂₅号 京都府営水道の供給料金等に関する条例一部改正の件 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第₂₇号 行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律施行
条例一部改正の件 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第₄₃号 指定管理者指定の件（公営住宅吉田近衛団地等） 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第₄₅号 天ヶ瀬ダムの建設（再開発）に関する基本計画の変更に関する意見について 3月₁₉日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

子どもの安全な居場所を

成宮まり子（京都市西京区）

　「新型コロナ対策」により、突如上から降ってき
た学校一斉休校で、子どもにも保護者にも混乱と不
安が広がっています。
　わが家でも、高校生の長女は学年末試験延期に不
満がふくらみ、小学１年生の弟は「休校」のニュー
スに喜んだのも束の間、親が仕事を休めない日は「学
校緊急預かり」に行くことになり、「行きたくない」

「おなか痛い」と心折れた様子。なんとか数日で気
持ちを立て直し、お弁当と自習ドリルを持って機嫌
よく登校するようになりました。
　どこの家庭・保護者も、「仕事を休めるのか？」「ど
こに預けるか？」など、一連の事態にあたふたです。
　府民環境・厚生常任委員会では、子どもの安全な
居場所確保について質し、学童保育や放課後デイ、
子ども食堂など食事の支援、児童虐待防止など、「き
め細かな手立てや相談体制を」と求めたところです。
　まだ先の見えない「コロナ」ですが、子どもや住
民を守り支える自治体の役割発揮を求めてがんばり
ます。

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。
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閉
会
本
会
議
で
は
、
み
つ
な
が
敦
彦
議

員
が
議
案
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
「
令
和
元
年
度
京
都
府
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）」
に
つ
い
て
で
す
。

こ
こ
に
は
、
中
小
企
業
や
農
林
水
産
業
者

の
当
面
の
運
転
資
金
の
た
め
の
緊
急
支
援

補
助
金
な
ど
、
党
議
員
団
が
強
く
求
め
て

き
た
施
策
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
速
や
か

で
弾
力
的
な
執
行
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
新
年
度
予
算
を
含
む
８

議
案
に
つ
い
て
反
対
し
ま
し
た
。

　「
令
和
２
年
度
京
都
府
一
般
会
計
予
算
」

の
反
対
理
由
は
６
点
で
す
。

　
第
一
は
、
消
費
税
増
税
等
で
実
体
経
済

が
落
ち
込
ん
で
い
る
の
に
、
家
計
や
中
小

企
業
な
ど
、
内
需
中
心
へ
の
政
策
転
換
が

図
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
法
人
府
民

税
・
法
人
事
業
税
が
59
億
円
減
少
す
る
一

方
、
消
費
税
増
税
分
を
87
億
円
も
見
込
む

な
ど
、
消
費
税
に
頼
っ
た
財
政
構
造
の
歪

み
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
第
二
は
、子
育
て
支
援
や
賃
上
げ
な
ど
、

暮
ら
し
の
本
格
的
な
底
上
げ
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
か
ら
で
す
。「
子
育
て
環
境
日

本
一
」
を
標
榜
し
つ
つ
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
拡
充
の
願
い
に
は
応
え
ず
、
学
校

給
食
は
市
町
村
任
せ
。
老
人
医
療
助
成
制

度
の
改
悪
で
受
給
者
を
２
万
２
千
人
も
減

ら
し
、
賃
金
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
公
契
約

条
例
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

　
第
三
は
、
裾
野
の
広
い
中
小
零
細
企
業

の
支
援
で
は
な
く
、
起
業
家
の
発
掘
と
育

成
、
成
長
分
野
へ
の
支
援
な
ど
新
産
業
創

出
に
力
点
を
置
き
、
府
営
住
宅
の
管
理
を

は
じ
め
府
の
業
務
も
民
間
に
開
放
し
よ
う

と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
第
四
は
、
開
発
型
の
府
政
へ
と
本
格
的
に

舵
を
切
り
、
舞
鶴
港
国
際
埠
頭
の
二
期
工

事
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
、
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅

周
辺
再
開
発
、
新
名
神
高
速
道
路
の
６
車

線
化
等
に
伴
う
新
た
な
開
発
な
ど
、
国
と
一

体
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
第
五
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
激
減
で
打

撃
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
食

の
京
都
」
な
ど
観
光
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼

み
に
固
執
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
京
都
市

内
で
進
む
ま
ち
壊
し
を
前
提
に
、
府
域
へ

の
周
遊
を
推
進
す
る
や
り
方
は
問
題
で
す
。

　
第
六
は
、地
域
や
基
礎
自
治
体
を
支
え
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
職
員

や
組
織
の
体
制
を
弱
め
て
き
て
い
る
か
ら

で
す
。
不
安
定
雇
用
の
解
決
と
正
規
職
員

の
増
員
、
土
木
事
務
所
や
保
健
所
の
現
場

対
応
力
の
強
化
、
振
興
局
広
域
化
の
見
直

し
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
み
つ
な
が
議
員
は
そ
の
上
で
、「
自
治

体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究
会
報
告
」
に

示
さ
れ
る
広
域
化
や
官
民
連
携
等
で
は
な

く
、
住
民
福
祉
の
増
進
、
自
律
的
で
持
続

可
能
な
地
域
を
支
え
る
自
治
体
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
府
営
水
道
に
関
わ
る
第
13
号
及
び
第
25

号
議
案
に
つ
い
て
は
、
宇
治
系
・
木
津

系
・
乙
訓
系
の
料
金
統
一
で
府
民
に
新
た

な
負
担
を
求
め
る
と
と
も
に
、
将
来
の
広

域
化
・
民
営
化
に
向
け
た
経
営
統
合
な
ど

を
強
引
に
迫
る
動
き
と
一
体
で
あ
る
点
を

批
判
。
京
都
市
内
の
府
営
住
宅
の
指
定
管

理
者
を
決
定
す
る
第
43
号
議
案
は
、
元
の

管
理
者
で
あ
る
京
都
府
住
宅
供
給
公
社
を

外
し
、
５
年
間
で
２
億
５
０
０
０
万
円
も

高
い
管
理
費
を
示
し
た
株
式
会
社
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
選
定
し
た
経
過
も
異
例

で
あ
り
、
住
宅
供
給
公
社
の
労
働
者
の
雇

用
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら

反
対
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、「
京
都
府
知
事
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
制
定
の

件
」、
及
び
「
京
都
府
公
立
大
学
法
人
に
係

る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
基
づ
く
役
員

等
の
最
低
責
任
限
度
額
を
定
め
る
条
例
制

定
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
違
法
な
財
務
会

計
行
為
に
対
す
る
抑
止
効
果
を
減
殺
し
か

ね
な
い
こ
と
、「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
一
部
改
正
の

件
」
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
の

対
象
業
務
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

「
天
ヶ
瀬
ダ
ム
の
建
設
（
再
開
発
）
に
関
す

る
基
本
計
画
の
変
更
に
関
す
る
意
見
に
つ

い
て
」
に
関
し
て
は
、
危
険
で
無
駄
な
再

開
発
の
事
業
費
を
さ
ら
に
膨
ら
ま
せ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

みつなが敦彦議員
（京都市左京区）

議案討論
3月19日

　新型コロナウイルス感染症の対応でバタ
バタの議会でした。
　当初予算は、さすが知事は元国交省の官
僚らしく、国の出先機関のように開発型の府
政に大きく舵を切っています。今年度で京
都スタジアムや警察本部など箱物の建設が
ひと段落しますが、来年度以降、舞鶴港や
新名神の６車線化と合わせた南部開発、さ
らに北陸新幹線などいっそう突き進もうとし
ています。
　一方、子育て環境日本一は「風土づくり」
にシフトして、まるで貧困と格差対策はで
きているかのような姿勢です。さらに中小
企業は底上げよりも、先端産業などの支援
にシフトしています。しかも防災対応や公
衆衛生に対応する職員を減らし続けてきた
ツケが表面化しています。
　まさに「自治体とは何か」が問われてい
ます。 ［みつなが敦彦］
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府民のくらしと営業を 
丸ごと応援する府政を

浜田よしゆき（京都市北区）

　消費税10％増税に加えて、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響で、消費が落ち込み、景気が冷え
込んでいます。今こそ、府民のくらしと中小業者の
営業を丸ごと応援する府政が求められています。２
月府議会には、「学費・奨学金の負担軽減と若者の
生活・雇用改善を求める請願」が提出され、日本共
産党府会議員全員が紹介議員になりました。奨学金
をめぐっては、「夫婦そろって奨学金を返済してい
るので、子育てもたいへん」「社会に出ても非正規

の職場では、とてもじゃないが奨学金の返済は難し
い」「60歳過ぎて亡くなったいとこの奨学金の返済
が残っているのに驚いた」など、本当に深刻です。

　
国
の
第
２
弾
の
緊
急
対
応
を
受
け
た
も
の
で
す
が
、
府
独
自
の

財
源
で
、
中
小
企
業
や
農
林
水
産
業
者
な
ど
が
行
う
、
コ
ロ
ナ
対

策
へ
の
支
出
に
、
補
助
金
を
給
付
す
る
緊
急
支
援
策
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
補
正
予
算
は
、
中
小
企
業
や
業
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
、「
融
資
で
は
な
く
当
面
の
運
転
資
金
が
必
要
」
の
声
に

こ
た
え
た
も
の
で
す
。
党
府
会
議
員
団
は
、
府
内
の
市
町
村
議
員

団
と
と
も
に
被
害
の
状
況
と
要
望
を
お
聞
き
し
、
命
と
暮
ら
し
を

守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止

と
被
害
救
済
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
補
正
予
算
が
、

全
会
一
致
で
可
決・成
立（
３
月
19
日
）

中小企業等新型コロナウイルス対策緊急支援補助金

被害を受けた中小企業、農林水産業者等が営業を継続させるための支援

補助率・補助上限
小規模事業者・農林水産業者 3分の2 上限20万円

中小企業 2分の1 上限30万円

問い合わせ先 京都府中小企業総合支援課（075－366－4357）

個人向け緊急小口資金等の特例貸付

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等による収入減で、 
一時的な資金が必要なかたへの緊急貸付 20万円以内

失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が困難になっている
世帯に対し、生活の立て直しのための安定的な資金貸付

月20万円以内を
３ヶ月以内

単身者は 
月15万円

問い合わせ先 地域の社会福祉協議会

京都民医連申し入れ（3月2日）

新型コロナウイルスの影響について
福知山商工会聞きとり（2月28日）京都医労連申し入れ（3月12日）



14Spring. 2020◦府会だより

２
０
２
０
年

２
月
定
例
議
会
を
終
え
て

２
０
２
０
年
３
月
26
日
　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
　
団
長
　
原
田
　
完

　
２
月
13
日
か
ら
開
会
し
た
２
月
定
例
府
議

会
が
予
算
、
特
別
委
員
会
当
初
予
算
審
査
小

委
員
会
を
含
め
３
月
19
日
に
閉
会
し
た
。

　
本
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
広
が
る
な
か
、
そ
の
防
止
と
学
校
い
っ

せ
い
休
業
や
地
域
経
済
へ
の
深
刻
な
影
響
に

対
し
、
府
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
地
域
経

済
を
守
る
自
治
体
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
た
。

同
時
に
、「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
上
」
と

言
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
の
下
、
貧
困
と
格
差
の
広
が
り
、
消
費

税
増
税
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
的
失

敗
の
矛
盾
が
広
が
る
な
か
、
そ
の
転
換
の
必

要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
我
が
党
議
員
団
に
と
っ
て
、
こ
の

４
月
に
折
り
返
し
点
と
な
る
西
脇
府
政
の

下
、
予
算
案
に
示
さ
れ
る
府
政
の
特
徴
を
ど

う
分
析
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
重
要
な
議
会

で
あ
っ
た
。

　
我
が
党
議
員
団
は
、
２
月
20
日
に
「
議
会

報
告
・
予
算
要
求
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
ま

た
「
2
0
2
0
年
度
当
初
予
算
審
査
小
委
員

会
の
開
始
に
あ
た
っ
て
」
と
す
る
談
話
を
同

時
に
発
表
し
、
２
月
２
日
投
開
票
の
京
都
市

長
選
挙
で
も
示
さ
れ
た
、
暮
ら
し
の
切
実
な

願
い
実
現
と
自
治
体
本
来
の
あ
り
方
を
取
り

戻
す
た
め
、
全
力
を
挙
げ
た
。

１
、

全
国
で
も
、
京
都
府
内
で
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り
の
も

と
、
そ
の
対
応
が
迅
速
に
求
め
ら
れ
る

議
会
と
な
っ
た
。

　

　
我
が
党
議
員
団
は
、
１
月
31
日
に
京

都
府
知
事
に
対
策
を
申
し
入
れ
る
と
と

も
に
、
２
月
に
議
員
団
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
、
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
府
域

の
主
要
な
団
体
と
の
懇
談
を
い
ち
早
く

積
み
重
ね
、
ま
た
各
種
団
体
や
個
人
か

ら
の
要
請
や
申
し
入
れ
、
さ
ら
に
深
刻

と
な
る
調
査
を
踏
ま
え
た
論
戦
を
議
会

対
応
も
含
め
積
極
的
に
行
っ
た
。
こ
う

し
た
な
か
、
２
月
13
日
の
開
会
日
と
３

月
19
日
の
閉
会
日
に
、
二
度
に
わ
た
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

補
正
予
算
が
成
立
し
た
。
な
か
で
も
、

閉
会
本
会
議
で
可
決
し
た
補
正
予
算
で

は
、
何
度
も
求
め
て
き
た
、
当
面
の
運

転
資
金
と
し
て
も
活
用
で
き
る
20
～

30
万
円
の
京
都
府
独
自
の
緊
急
補
助
金

制
度
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
引

き
続
き
、
国
の
対
策
も
含
め
、
感
染
防

止
と
経
済
対
策
の
抜
本
的
な
充
実
に
全

力
を
尽
く
す
。

　

　
ま
た
、
保
健
所
・
保
健
環
境
研
究

所
の
体
制
は
、
振
興
局
再
編
と
一
体

に
広
域
再
編
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、

1
9
9
5
年
に
は
12
カ
所
4
6
3
人
の

職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
現

在
の
７
カ
所
3
6
0
人
体
制
に
大
幅
に

減
ら
さ
れ
て
き
た
た
め
、
緊
急
時
に
ふ

さ
わ
し
い
対
応
が
取
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
を
は
じ
め
、
府
民
の
公
衆

衛
生
を
守
る
拠
点
と
し
て
の
体
制
強
化

が
急
が
れ
る
。

　

　
ま
た
、
３
月
５
日
の
本
会
議
で
は
、

我
が
党
を
含
む
全
会
派
提
案
で
、
全
会

一
致
に
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
迅
速
か
つ
総
合
的
な
取

組
を
求
め
る
決
議
」
を
採
択
し
、
さ
ら

に
３
月
19
日
の
閉
会
本
会
議
で
も
同
様

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可
決
し
た
。

こ
れ
ま
で
京
都
府
議
会
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
役
職
か
ら
我
が
党
議
員
団
を
排
除
す

る
「
オ
ー
ル
与
党
」
体
制
が
続
い
て
き

た
が
、
今
回
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
取
り

組
み
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
府
民
の
期
待
に
応
え
、
ま
た
今
後

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

２
、

提
案
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
第
１
号
議

案
「
令
和
２
年
度
京
都
府
一
般
会
計
予

算
」、
第
13
号
議
案
「
令
和
２
年
度
京
都

府
水
道
事
業
会
計
予
算
」、
第
17
号
議
案

「
京
都
府
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一

部
免
責
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件
」、
第

18
号
議
案
「
京
都
府
公
立
大
学
法
人
に

係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
基
づ
く

役
員
等
の
最
低
責
任
限
度
額
を
定
め
る

条
例
制
定
の
件
」、
第
25
号
議
案
「
京
都

府
営
水
道
の
供
給
料
金
等
に
関
す
る
条

例
一
部
改
正
の
件
」、
第
27
号
議
案
「
行

政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
一
部
改
正
の
件
」、
第

43
号
議
案
「
指
定
管
理
者
指
定
の
件
」、

お
よ
び
第
45
号
議
案
「
天
ヶ
瀬
ダ
ム
の

建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
の
変
更
に
関

す
る
意
見
に
つ
い
て
」
の
議
案
８
件
に

反
対
し
、
他
の
議
案
に
は
人
事
案
件
も

含
め
賛
成
し
た
。

　

　
第
１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
京
都
府

一
般
会
計
予
算
」
の
反
対
理
由
の
第
一

は
、
政
府
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
経
済
政

策
に
加
え
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
打
撃
、

さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
実
体
経
済
に
深
刻
な
影
を

落
と
し
て
お
り
、
内
需
や
家
計
・
中
小

企
業
へ
の
支
援
と
、
大
企
業
中
心
・
外

需
依
存
な
ど
の
構
造
的
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
本
の

政
策
的
転
換
が
は
か
ら
れ
て
い
な
い
た

め
で
あ
る
。

　

　
予
算
案
で
は
、
法
人
府
民
税
・
法
人

事
業
税
が
59
億
円
の
減
少
と
見
込
ま
れ

る
な
か
、
増
税
さ
れ
た
消
費
税
を
87
億

円
も
見
込
む
一
方
、
歳
入
確
保
の
と
り

く
み
は
３
億
円
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
税

の
取
り
立
て
強
化
と
未
利
用
地
の
売
却

で
あ
る
。
今
後
、
消
費
税
に
頼
る
財
政

構
造
で
は
、
府
民
の
負
担
も
内
需
に
も

い
っ
そ
う
重
大
な
影
響
を
与
え
、
歪
み

を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
た
め
、
厳
し
い

京
都
経
済
の
実
態
と
そ
の
背
景
に
対
す

る
認
識
と
産
業
政
策
を
改
め
る
と
と
も

に
、
消
費
税
５
％
へ
の
引
き
下
げ
、
大
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企
業
の
内
部
留
保
を
活
用
し
て
経
済
と

雇
用
を
守
る
こ
と
、
外
需
頼
み
の
転
換

で
内
需
と
中
小
企
業
・
農
林
水
産
業
の

支
援
な
ど
、
本
格
的
な
税
源
涵
養
策
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　
　
第
二
は
、
貧
困
と
格
差
の
広
が
り
の

下
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
や
学

校
給
食
の
無
償
化
、
削
減
さ
れ
た
老
人

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
は
じ
め
、

暮
ら
し
の
本
格
的
な
底
上
げ
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
賃
金
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
公
契
約

条
例
の
制
定
に
よ
り
賃
上
げ
を
府
が
率

先
し
て
行
う
こ
と
に
も
背
を
向
け
続
け

て
い
る
。
本
格
的
な
賃
上
げ
と
負
担
軽

減
策
を
一
体
で
大
胆
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
を
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　

　
第
三
は
、
99
％
を
し
め
る
中
小
零
細

企
業
へ
の
支
援
よ
り
、
京
都
経
済
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
起
業
家
の
発
掘
や
育

成
、
も
の
づ
く
り
や
I
o
T
、
医
薬
品
・

医
療
機
器
な
ど
成
長
分
野
に
シ
フ
ト
し
、

Society5.0

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
な

ど
、
国
の
方
針
と
一
体
の
新
産
業
創
出

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
府
営
住

宅
の
管
理
を
他
府
県
に
本
社
を
お
く
大

手
民
間
会
社
に
委
ね
る
な
ど
、
府
の
業

務
の
民
間
開
放
が
い
っ
そ
う
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

　
第
四
は
、
舞
鶴
港
国
際
ふ
頭
の
二
期

工
事
の
開
始
に
向
け
た
調
査
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
拠
点
化
の
動
き
、
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅

周
辺
再
開
発
、
新
名
神
高
速
道
路
の

６
車
線
化
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の

オ
ー
プ
ン
を
見
据
え
た
さ
ら
な
る
開
発

な
ど
、
開
発
型
の
府
政
へ
と
本
格
的
に

舵
を
切
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か

も
、「
財
政
が
厳
し
い
」
と
し
て
、
原
発

の
避
難
路
の
整
備
や
急
が
れ
る
防
災
対

策
は
従
来
通
り
の
規
模
に
と
ど
ま
る
一

方
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
に
つ
い
て
推

進
の
立
場
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
重
大

で
あ
る
。

　

　
第
五
は
、「
食
の
京
都
を
核
と
し
た
広

域
観
光
促
進
」

を
は
じ
め
、「
も
う
ひ
と

つ
の
京
都
」
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し
て
、
京

都
市
と
連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど
、
引
き

続
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
軸
足
を
置
い
て

お
り
、
ま
た
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
の
完
成

を
節
に
、
に
ぎ
わ
い
創
出
と
し
て
呼
び

込
み
型
・
イ
ベ
ン
ト
型
の
施
策
が
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
第
六
は
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
会

計
年
度
任
用
職
員
が
知
事
部
局
で
約

1
5
3
0
人
に
も
上
り
、
ま
た
土
木
事

務
所
の
技
術
職
員
や
保
健
所
職
員
の
減

員
、
振
興
局
等
の
広
域
化
を
は
じ
め
職

員
や
組
織
の
在
り
方
が
弱
め
ら
れ
、
現

場
の
機
動
的
対
応
力
が
弱
ま
っ
て
き
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　

　
第
13
号
及
び
第
25
号
議
案
の
府
営
水

道
に
関
わ
る
議
案
は
、
2
0
2
2
年

度
に
宇
治
系
・
木
津
系
・
乙
訓
系
の

３
水
系
の
料
金
を
統
一
し
、
府
民
に
新

た
な
負
担
を
求
め
る
も
の
で
、
し
か
も

2
0
2
2
年
度
ま
で
に
は
「
水
道
広
域

化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
府
営
水
道
も

含
め
た
将
来
の
広
域
化
・
民
営
化
を
視

野
に
、
経
営
の
統
合
や
施
設
の
共
同
設

置
な
ど
を
市
町
村
に
強
引
に
迫
る
動
き

と
一
体
で
あ
り
、
反
対
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
、
こ
れ
ま
で
過
大
な
施
設
整
備
に

よ
り
生
じ
て
き
た
過
大
な
供
給
水
量
を

適
正
化
せ
ず
、
約
15
億
円
も
の
未
使
用

分
の
負
担
を
受
水
市
町
に
求
め
て
き
た

た
め
、
高
い
水
道
料
金
と
水
道
事
業
会

計
の
悪
化
を
招
い
て
き
た
の
で
あ
り
、

我
が
党
議
員
団
は
、
国
に
財
政
支
援
を

求
め
る
こ
と
も
含
め
、
京
都
府
の
独
自

努
力
を
一
貫
し
て
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

　
第
17
号
及
び
、
第
18
号
議
案
は
、
知

事
等
の
府
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
上

限
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
い
て
免
除
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
京
都
府
公

立
大
学
法
人
役
員
等
に
つ
い
て
、
条
例

で
同
役
員
等
が
負
担
す
べ
き
最
低
責
任

限
度
額
を
定
め
、
同
役
員
等
の
法
人
に

対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
除
を

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
損
害
が
全
額
回
復
さ
れ
ず
、

ま
た
軽
過
失
の
場
合
の
賠
償
責
任
額
の

限
度
を
定
め
る
こ
と
は
、
住
民
訴
訟
提

起
権
の
機
運
を
そ
ぐ
こ
と
に
な
り
か
ね

ず
、
違
法
な
財
務
会
計
行
為
に
対
す
る

抑
止
効
果
を
減
殺
す
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
人

役
員
等
の
賠
償
責
任
の
免
除
を
行
う
際

に
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
議

会
の
議
決
が
不
要
と
な
り
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
果
た
せ
な
く
な
る
こ
と
は
重
大

で
あ
る
。

　

　
第
27
号
議
案
は
、
生
活
保
護
法
の
改

正
で
新
た
に
実
施
さ
れ
る
「
進
学
準
備

給
付
金
」
の
支
給
に
係
る
事
務
の
う
ち
、

外
国
人
生
活
保
護
実
施
事
務
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
利
用
の
対
象
業
務
を
拡
大
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

　
第
43
号
議
案
は
、
府
営
住
宅
の
指
定

管
理
者
を
、
府
外
に
本
社
を
置
く
大
手

の
株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

す
る
も
の
で
、
選
考
過
程
で
元
々
の

管
理
者
で
あ
る
京
都
府
住
宅
供
給
公
社

が
大
阪
ガ
ス
と
の
共
同
事
業
体
と
し
て

応
募
し
た
も
の
の
、
年
約
5
0
0
0
万

円
、
５
年
間
で
２
億
5
0
0
0
万
円
も

高
い
管
理
費
を
示
し
た
東
急
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
落
札
す
る
と
い
う
異
例
な
事

態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
民
間
開
放
あ

り
き
の
姿
勢
で
あ
り
、
し
か
も
京
都
府

が
設
置
者
で
あ
る
住
宅
供
給
公
社
の
労

働
者
の
雇
用
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
。

　

　
第
45
号
議
案
は
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再

開
発
事
業
の
計
画
変
更
を
行
う
も
の

で
、
基
本
計
画
策
定
時
の
総
事
業
費

3
3
0
億
円
が
6
6
0
億
円
と
倍
額
に

な
り
、
京
都
府
負
担
も
倍
と
な
る
異
常

な
事
態
で
あ
る
。
そ
の
上
、
妥
当
性
を

検
証
す
る
有
識
者
の
委
員
会
で
も
、「
最

初
か
ら
分
か
る
よ
う
な
こ
と
が
、
だ

い
ぶ
あ
る
」「
事
前
の
調
査
が
足
り
な

い
」
な
ど
厳
し
い
指
摘
が
相
次
い
だ

も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
本
計
画
は
、

天
ヶ
瀬
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
と
宇
治
川
を
つ

な
ぐ
放
流
用
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
し
、
ダ

ム
放
流
能
力
を
毎
秒
9
0
0
ト
ン
か
ら

1
5
0
0
ト
ン
に
増
強
す
る
も
の
で
、

下
流
の
宇
治
川
堤
防
が
耐
え
ら
れ
ず
、

ま
た
活
断
層
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
断
層
が
ダ
ム
を
横
切
っ
て
お
り
、
危

険
で
無
駄
な
再
開
発
で
あ
る
。

　

　（
以
下
略
）
全
文
は
議
員
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日
本
共
産
党

京
都
府
会
議
員
団

みつなが 敦彦
（左京区）

島田 けい子
（右京区）

原田　完
（中京区）

山内 よし子
（南区）

西脇 いく子
（下京区）

さこ 祐仁
（上京区）

浜田 よしゆき
（北区）

ばば こうへい
（伏見区）

西山 のぶひで
（伏見区）

森下 よしみ
（八幡市）

成宮 まり子
（西京区）

水谷 修
（宇治市・久御山町）

議員団体制
団　長　原田　完　　副団長　島田敬子　　幹事長　光永敦彦
政務調査会長　成宮まり子　　事務局長　桝井義行

府
立
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
寄
付
金
不
足
を

府
民
の
借
金
で
穴
埋
め

　
府
立
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
の
た
め
の
寄
付
金
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
た
め
、
整
備
費
の
府
債
限
度
額
を
25
億
６
０
０
０
万

円
か
ら
43
億
７
０
０
万
円
へ
と
18
億
円
も
増
額
し
ま
し
た
。
府

は
当
初
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
必
要
な
金
額
を
１
５
６
億
円

と
し
、
寄
付
金
20
億
円
を
財
源
の
一
部
と
し
て
組
み
入
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
寄
付
金
が
わ
ず
か
１
億
数
千
万
円
し
か
集

ま
ら
ず
、
財
源
が
足
り
な
い
分
は
、
府
債
を
発
行
し
て
な
ん
と

か
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
党
議
員
は
、「
建
設
の
た
め

に
財
源
的
見
通
し
も
な
く
、
し
か
も
全
く
責
任
を
取
ら
ず
、
借

金
だ
け
増
や
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
府
の
責
任
は
極
め
て

重
大
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、新
た
な
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
規
の
契
約
も
行
わ
ず
、
補
正
予
算
に
、「﹃
国
際
大
会
対
応
等

環
境
整
備
費
﹄
と
し
て
新
た
な
予
算
を
潜
り
込
ま
せ
た
こ
と
を

批
判
し
ま
し
た
。
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
当

初
か
ら
「
国
際
大
会
に
も
対
応
で
き
る
ス
タ
ジ
ア

ム
を
整
備
す
る
」
と
説
明
し
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
指
導
を
受
け
て

新
た
に
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
と
い
う
経
過
で
あ

り
、
府
の
計
画
の
ず
さ
ん
さ
が
浮
き
ぼ
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
、「
そ
も
そ
も
、建
設
の
た
め
の
予
算
は
、

設
計
業
者
が
当
初
２
９
７
億
１
０
０
０
万
円
と
し

て
き
た
も
の
を
、
１
５
６
億
円
と
大
幅
に
削
減
し
、

そ
の
後
、
あ
ら
た
な
整
備
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

る
と
、
ま
と
も
な
説
明
も
行
わ
ず
、
こ
け
ら
落
と

し
や
国
際
試
合
が
迫
り
く
る
中
、
と
に
か
く
工
事

を
完
了
さ
せ
る
た
め
、
市
町
の
﹃
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

施
設
充
実
費
﹄
や
﹃
ア
ユ
モ
ド
キ
生
息
環
境
保
全

対
策
費
﹄
な
ど
の
予
算
を
流
用
し
、
そ
の
穴
埋
め

の
た
め
に
、
府
債
を
増
額
す
る
と
い
う
も
の
で
、
や

り
方
も
内
容
も
極
め
て
問
題
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

府立京都スタジアム問題

府立京都スタジアム（府ホームページより）


